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◎発行日　平成7年4月10日

(毎月10日尭行)

◎相　集　札幌胃件病息老友の会

札幌市果区北18粂東1 T臼

喫茶クインテス内

◎発行所　北海道身体拝雪=者EZl体
定期刊行物協会

平成7年度第20回

札幌腎友会定期総会議案
日時:平成7年5月14日(日) AM〕O:00-12:00

場所:札幌市北区北25条西6丁目

札幌市北区民センター3階講義室

総会のご案内について
上記のとおり総会を開催致しますので､ぜひご出席して下さい｡

なお､当日都合により出席出来ない方は､総会の運営上委任状提出者とみ

し議事議決の権限を議長に委任するものとします｡

総会当日は､この議案書を必ずご持参して下さい｡

札幌腎臓病患者友の会

●

■
捻
会
会
場
案
内
図



第20回総会次第

1.開会のあいさつ

2.黙とう

3.会長のあいさつ

4.来賓のあいさつ

5.祝電､メッセージ披露

6.議長選出

7.報告事項

(1)平成6年度　活動報告

(2)平成6年度　決算報告

(3)平成6年度　監査報告

8.審議事項

(1)平成7年度　活動方針(塞)

(2)平成7年度　予　　算(秦)

(3)平成7年度　新役員(寡)

(4)そ　の　他

9.閉会のあいさつ 12:00
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に

平
成
六
年
度
は
､
景
気
が
停
滞
し
て

い
る
な
か
'
阪
神
大
震
災
が
起
き
'
あ

わ
た
だ
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
o
札
幌

腎
友
会
も
二
十
周
年
を
通
過
し
た
な
か

で
'
十
月
1
日
よ
り
有
料
道
路
料
金
の

身
障
者
割
引
き
が
私
達
に
も
適
用
に
な

り
ま
し
た
c

l
方
､
透
析
医
療
費
の
一
部
包
括
化

や
へ
入
院
給
食
費
の
一
部
自
己
負
担
が

導
入
さ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
｡
医

療
･
福
祉
の
面
で
'
こ
れ
以
上
の
後
退

を
阻
止
し
た
い
も
の
で
す
｡
皆
様
の
ご

協
力
で
'
今
年
度
も
一
年
間
活
動
し
て

来
た
な
か
'
途
中
へ
事
務
局
長
が
都
合

に
よ
り
休
ん
だ
た
め
､
事
務
局
長
代
行

に
て
何
と
か
乗
り
切
り
ま
し
た
｡
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主
な
経
過
報
告

4
月
1
2
口

5

月

8

日

5
月
2
1
日

6

月

9

日

6
月
1
4
日

7

月

3

日

7

月

5

日

7

月

9

日

7
月
2
4
日

第
1
凹
2
0
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
(
ク
イ
ン
テ
ス
1
2
名
)

第
1
9
回
定
期
総
会
･
総
会
記
念
講
演
会
～
河
口
通
大
先
生
(
ホ
テ

ル
ユ
ニ
オ
ン
4
階
大
樹
の
間
7
7
名
)

第
1
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
(
ク
イ
ン
チ
ス
6
名
)

機
関
紙
『
生
き
る
仲
間
』
編
集
委
員
会
(
ク
イ
ン
テ
ス
4
名
)

第
2
回
2
0
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
(
グ
イ
ン
テ
ス
6
名
)

第
3
回
2
0
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
(
ク
イ
ン
テ
ス
5
名
)

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
(
モ
エ
レ
健
康
セ
ン
タ
ー
3
5
名
参
加
)

第
1
回
炊
事
遠
足
実
行
委
員
会
(
ク
イ
ン
テ
ス
1
 
0
名
)

第
4
回
2
0
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
(
ク
イ
ン
テ
ス
7
名
)

第
1
回
幹
事
会
(
北
区
民
セ
ン
タ
ー
2
6
名
)

l

月

7

日

1
月
1
5
日

1
月
1
9
日

2
月
1
9
日

3
月
1
0
日

3
月
1
4
日

3
月
2
6
日

.
燃
え
れ
わ
が
街
.
-
4
〟
腎
提
供
董
卓
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
(
札
百
中
央

公
園
2
名
)

第
2
回
炊
事
遠
足
実
行
委
員
会
(
グ
イ
ソ
テ
ス
1
5
名
)

炊
事
遠
足
(
支
第
湖
モ
ー
ラ
ッ
プ
キ
ャ
ン
プ
場
8
1
名
)

検
閲
紙
『
生
き
る
仲
間
』
第
2
9
号
発
行

腎
提
供
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
(
ク
イ
ン
テ
ス
8
名
)

腎
提
供
董
卓
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
雨
天
延
期

第
5
回
2
0
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
(
難
病
セ
ン
タ
1
7
名
)

腎
提
供
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
(
大
通
3
･
4
丁
目
5
3
名
)

第
6
回
2
0
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
(
ク
イ
ン
テ
ス
9
名
)

札
幌
腎
友
会
結
成
2
0
周
年
記
念
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
(
ホ
テ
ル
K
K

R
札
幌
5
階
丹
頂
の
間
州
名
)

機
関
紙
『
生
き
る
仲
間
』
編
集
委
員
会
(
ク
イ
ン
テ
ス
5
名
)

第
2
回
幹
事
会
(
北
区
民
セ
ン
タ
ー
2
6
名
)

札
幌
腎
友
会
結
成
2
0
周
年
記
念
誌
『
生
き
る
仲
間
』
発
刊

機
関
紙
『
生
き
る
仲
間
』
3
0
号
発
行

サ
ボ
テ
ソ
の
会
新
年
会
(
つ
ぼ
八
北
2
4
粂
店
8
名
)

幹
事
新
年
会
(
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
1
1
階
1
7
名
)

機
関
紙
『
生
き
る
仲
間
』
編
集
委
員
会
(
ク
イ
ン
テ
ス
7
名
)

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
実
行
委
員
会
(
ク
イ
ン
テ
ス
5
名
)

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
(
青
木
ボ
ウ
ル
7
6
名
)

機
関
紙
『
生
き
る
仲
間
』
3
1
号
発
行

三
役
会
議
(
ク
イ
ン
テ
ス
4
名
)

第
3
回
幹
事
会
(
北
区
民
セ
ン
タ
1
2
9
名
)



30周年記念祝賀パーティー(ド K R札幌)

モエレ健康センターにて

支箭湖モーラップ炊事遠足

-
会
員
の
拡
大
と
組
織

の
強
化

今
年
度
も
'
い
ろ
い
ろ
な
活
動
や
行

事
を
通
し
て
会
員
の
確
保
と
組
織
の
強

化
に
つ
と
め
て
参
り
ま
し
た
が
'
会
員

数
九
百
七
十
吉
名
'
組
織
率
四
〇
%
位

と
現
状
維
持
の
水
準
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
o
都
市
に
お
け
る
組
織
づ
-
り
の

難
し
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
｡
平
成
七

年
度
へ
向
け
て
課
題
を
残
し
ま
し
た
.

2
札
幌
腎
臓
病
患
者
友

の
会
結
成
二
十
周
年

記
念
事
業

平
成
六
年
十
月
二
十
三
日
(
日
曜
日
)

札
幌
腎
友
会
二
十
周
年
記
念
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
ー
が
､
ホ
テ
ル
K
K
R
札
幌
に
お

い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
当
日

は
百
五
十
名
の
参
加
を
得
へ
透
析
十
年
･

二
十
年
以
上
の
表
彰
を
し
'
お
互
い
を

励
ま
し
た
た
え
あ
い
ま
し
た
｡

こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催
に
は
､
半

年
余
り
の
時
間
を
か
け
､
実
行
委
点
や

多
-
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
｡

ま
た
十
二
月
十
日
に
は
'
二
十
周
年

記
念
誌
｢
生
き
る
仲
間
｣
を
発
行
し
ま

し
た
｡3

　
親
睦
交
流
活
動

川
　
モ
工
レ
健
康
セ
ン
タ
ー
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
　
(
七
月
三
日
)

バ
ス
･
マ
イ
カ
ー
で
現
地
集
合
､
三

十
五
名
の
参
加
で
し
た
｡
着
く
や
い
な

や
風
呂
へ
と
直
行
'
色
々
な
風
呂
へ
出

●

た
り
入
っ
た
り
'
す
っ
き
り
汗
を
流
し

て
､
日
頃
の
か
ゆ
衣
も
ど
こ
え
や
ら
､

入
浴
後
は
､
お
楽
し
み
の
食
事
･
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
･
カ
ラ
オ
ケ
と
有
意
義
に
一

口
を
過
ご
し
ま
し
た
C

脚
　
炊
事
遠
足
(
八
月
二
十
<
日
)

例
年
に
な
い
鼓
し
い
暑
さ
の
な
か
､

炊
事
遠
足
が
八
月
1
:
十
八
日
(
日
曜
日
)

支
易
湖
モ
ー
ラ
ッ
プ
キ
ャ
ン
プ
場
で
会

員
家
族
な
ど
八
十
数
名
の
参
加
で
行
わ

れ
ま
し
た
｡

お
決
ま
り
の
'
豚
汁
　
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
へ
湖
畔
で
の
食
事
は
格
別
で
す
｡
そ

し
て
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
お
玉
リ
レ
ー
で

●

し
た
｡
来
年
度
も
ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ

㈹
　
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
(
二
月
十

九
日
)

新
春
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
平
成
七
年

二
月
十
九
日
　
(
日
曜
日
)
す
す
き
の
青

木
ボ
ウ
ル
で
'
七
十
六
名
が
参
加
し
て

開
催
y
L
l
わ
ま
し
た
｡

今
年
も
男
女
別
で
表
彰
へ
応
援
に
か

け
つ
け
た
方
に
も
抽
選
会
が
あ
り
'
多

く
の
方
に
賞
品
が
あ
た
り
'
好
評
を
得

て
い
ま
し
た
o

来
年
も
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
.



ボウリング大会(青木ボウルにて)

幹事の新年会(パークホテルにて)

腎提供登録街頭キャンペーン

●
4
腎
提
供
登
録
に
関
す

る
運
動

腎
提
供
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
､
暖

か
い
九
月
十
一
日
を
予
定
数
し
ま
し
た

が
'
あ
い
に
く
の
雨
で
延
期
し
て
'
十
月

]
1
日
大
通
り
1
1
1
　
四
丁
目
に
於
い
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
o
当
日
は
大
変
良
い
天

気
に
恵
ま
れ
'
会
員
･
家
族
　
医
療
ス
タ

ッ
フ
･
腎
バ
ソ
グ
　
道
や
市
の
保
健
予

防
担
当
者
　
ス
ノ
ー
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
･
腎
移
植
者
の
会
･
道
難
病
連
な
ど

五
十
三
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

ま
た
例
年
通
り
へ
地
下
横
で
｢
月
十

●

五
　
十
六
日
の
二
日
間
腎
臓
移
植
パ
ネ

ル
展
､
八
月
七
日
に
は
｢
燃
え
れ
　
(
モ

エ
レ
)
わ
が
執
ー
-
4
｣
に
参
加
､
多
-
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
'
い
ず
れ
も
多

数
の
腎
臓
バ
ン
ク
登
録
者
が
あ
り
､
成

果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
｡

5
国
会
請
願
署
名
募
金

運
動
及
び
阪
神
大
震

災
救
援
募
金
運
動

平
成
六
年
度
も
第
二
十
四
次
｢
腎
疾

患
総
合
対
策
｣
の
署
名
を
行
い
ま
し
た
｡

㈹
　
医
療
講
演
会
(
五
月
八
旦

第
十
九
回
定
期
総
会
記
念
講
演
会
が

平
成
六
年
五
月
八
日
(
日
曜
日
)
ホ
テ

ル
ユ
ニ
オ
ン
に
て
七
十
七
名
の
参
加
者

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

演
題
は
｢
透
析
療
法
で
現
在
解
決
さ

れ
て
い
な
い
諸
問
題
に
つ
い
て
｣
と
い

う
も
の
で
､
河
口
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
河
口
道
夫
先
生
に
'
た
い
へ
ん
分
か

り
や
す
く
講
演
し
て
い
た
だ
き
'
好
評

で
し
た
o

こ
の
運
動
は
毎
年
同
じ
こ
と
の
繰
り

返
し
で
す
が
､
国
に
対
す
る
唯
一
の
請

願
署
名
な
の
で
欠
か
す
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
o
今
年
度
も
会
員
の
皆
様
の
お
か

げ
で
'
多
く
の
署
名
募
金
が
集
ま
り
ま

し
た
｡そ

れ
か
ら
'
J
P
C
の
署
名
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
｡

ま
た
'
兵
庫
県
南
部
を
震
源
と
す
る

大
地
震
が
発
生
し
'
多
-
の
被
災
者
が

出
て
'
透
析
患
者
に
も
死
傷
者
が
出
ま

し
た
｡
さ
っ
そ
-
全
腎
協
よ
り
募
金
の

要
請
が
あ
り
､
会
員
の
皆
様
の
心
あ
る

扱
援
金
を
､
道
腎
協
を
通
し
て
全
腎
協

へ
送
り
ま
し
た
｡

国
会
請
願
署
名
募
金
運
動
と
阪
神
大

震
災
救
援
募
金
運
動
の
結
果
は
次
頁
の

と
お
り
で
す
の
で
報
告
し
ま
す
o



国会請願署名募金及び阪神大震災救援募金結果報告

全腎協 價PC 剄辮_大震災 

署名 竸Xｾ��暑~名 竸Xｾ��義金 

札幌北クリニック 涛cB�111,000 鉄S��4.50035,377 

札幌北倫病院 都���136,300 �3���150053967 

Ti川医院 �3c��10,100 �����2.400!0 

田島クリニック 塔���16,700 �3c��2.00018,257 

渡井医院 鼎�R�32,000 �#sb�4,000 �3"ﾃ����

三樹全病院 中野医院 �#�R�10,000 �#�2�2,000 ��rﾃ��"�

260 ��bﾃ����1705000 �28,147 

勤医協丘珠病院 鉄c��23.400 �33c3�������ﾃ3�2�

仁糠全病院 官の森記念病院 鉄���25.100300 冤l,500 ���ﾃc�2�

30019,500!160 剴S���35.558 

クリニック1二9L8FL幌 ���0 ���0 �����

市立札幌病院 鉄��10,000 鉄��1,000 

札幌東クリニック ��#"�29,600 ���R�6,302 ���

いのけ医院 鉄3��500 �#���500 ���

南一条病院 �3c��20,500 �##��2,000 鼎BﾃS���

佐藤医院 ��S��3,500 ��3�s���迭ﾃ�3��

光量泌尿器科医院 ��C��2,000 塔��0 �3Rﾃ�3��

清円泌尿器科 ��3r�8,621 涛��500 ���

仁愛会外科クリニック �#�(�ｳ#����#r�3,200 ���

河U内科クリニック ���0 ���0 ���

幌南病院 ��3��4,500 涛��0 澱ﾃS���

手稲卓実仁全病院 �����6,200 都��500 ��津S���

坂泌尿器科病院 都��2,000 鉄��0 �2ﾃ����

札幌中火病院 ���0 ���1,000 釘ﾃC�r�

北三条泌尿器科クリニック ��#��4,000 �����2,000 ���ﾃ����

北海道泌尿器科記念病院 ���0 ��������

橋本内科クリニック �#���22.100 �����1,300 �#�ﾃCc2�

札幌鉄道病院 鼎��1.00020 �500 釘ﾃ����

うえと医院 都��0 鼎��03000 

札幌セン十ラルクリニック ����0 ����00 

サン内科.外科病院 塔��0 都��Ol17,000 

芸術の森泌尿器科 �3��0 �3��ol3,000 

170 途ﾃ����80 ��ﾃ����12.000 2.000 

自衛隊札幌病院 ���1,000 ���1,000 

NTT札幌病院 �2�0■3 �0 �"ﾃS���

新井田医院 ���0.0 �0 ���

石狩病院 ���0 ���00 

個人会員 ���B�6,600 田B�1,000 �#bﾃ����

A計 途ﾃ�32�431,421 釘ﾃsCb�58,902 鼎c2ﾃ�3��

札幌腎友全還元金(全腎協募金35%)150,997円､ J PC還元金なし　今年の全腎協国会請願は3月30日に行われましたQ



●

(1)花火販売括果報告

施設名l売上額 剋{設名 光星泌尿器科医院 僣Dﾈｧ｢�

札幌北クリニック ��2ﾃs���途纉���

札幌北橡病院 ��rﾃ#���札幌セントラルクリニック �3�ﾃc���

石川医院 ��2ﾃC���サン内科外科病院 �#rﾃs���

田島クリニック �3�ﾃc��� �#rﾃS���

渡井医院 �#津#���芸術の森泌尿器科31,000 

三樹会病院 澱ﾃ����自衛隊札幌病院 �"ﾃ#���

中野医院i9,4DD 剞ﾎ狩病院 迭ﾃC���

常の森記念病院 �3bﾃc���NTT札幌病院 ���ﾃs���

A計 �3��ﾃ#���

(2)ビアガ-テン利用券販売結果報告

施設名!売上額 剋{設名 僣H�8ｧ｢�

札幌北クリニック.160,000 剏�ｧ泌尿器科医院 迭ﾃ����Rﾃ����

三樹全病院 �#������北_-:粂泌尿器科クリニック 

動医協丘珠病院 ���ﾃ����A計 �#��ﾃ����

(3)正月飾り販売結果報告

施設名 僣H�9h��施設名:売上額 

札幌北クリニック177,700 刹ｴ本内科クリニック14.900 

石川医院 �#2ﾃ鉄��うえと医院13.850 

勤医協丘珠病院 ��bﾃ����札幌セン1-ラ}レクリニック56,100 

中野医院 �3ゅ3���サン内科外科病院!43,900 

官の森記念病院 ��bﾃ����芸術の森泌尿器科17,200 

南一条病院 免ﾂﾃ�S��兼古循環器クリニック31.600 

光量泌尿器科医院 �#�ﾃ���� 

清田泌尿器科11,650 剞ﾎ狩病院36,500 

手稲渓仁全病院 �#Bﾃ����個人佐々木英博1,700 

合計564,750 

●

6
難
病
連
協
力
販
売
あ
っ
せ
ん
事
業

今
年
度
も
'
難
病
連
の
資
金
造
成
事
業
に
協
力
い
た
し
ま
し
た
｡
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
｡



㊨管ヨ略イ
札幌甘衣食転成二十慮年

虚性も
腰細済
済劉野､ ■皆野'

rた.rLI HL■■Nヽ●

機関誌"生きる仲間"と20周年記念誌(右下)

7
　
そ
の
他
の
活
動

川
　
広
報
活
動

今
年
度
も
機
関
紙
『
生
き
る
仲
間
』

を
三
回
発
行
し
ま
し
た
o

ま
た
､
第
三
十
一
号
(
三
月
卜
日
発

行
)
　
よ
り
低
料
第
l
l
l
種
郵
便
に
認
可
さ

れ
'
郵
送
料
が
安
く
な
り
ま
し
た
｡

そ
し
て
､
道
腎
協
の
機
関
紙
｢
ど
う

じ
ん
｣
は
六
回
配
布
し
'
道
腎
協
｢
五

周
年
記
念
事
業
の
実
態
調
査
報
告
書
も

配
布
し
ま
し
た
｡

そ
れ
か
ら
'
全
腎
協
の
機
関
紙
｢
全

腎
協
｣
は
七
回
配
布
し
'
㈱
テ
ル
モ
様

よ
り
寄
贈
さ
れ
て
い
る
｢
透
析
ラ
イ
フ
｣

は
'
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た
め
に
夏
号
が

休
刊
に
な
り
'
三
回
配
布
し
ま
し
た
｡

な
お
､
｢
透
析
ラ
イ
フ
｣
の
部
数
が
不

足
の
た
め
､
一
部
施
設
に
会
貞
数
分
配

布
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
｡

S
　
臓
器
移
植
基
金
募
金
箱
運
動

道
腎
協
で
実
施
し
て
い
る
臓
器
移
植

基
金
募
金
箱
運
動
は
､
毎
年
協
力
者
が

減
っ
て
き
て
'
今
年
度
は
次
の
と
お
り

で
す
o今

後
'
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
｡

な
お
､
募
金
は
全
額
道
腎
協
よ
り
北

海
道
腎
臓
バ
ン
ク
へ
寄
付
さ
れ
ま
す
｡

◎
臓
器
移
植
基
金
募
金
箱
回
収
金
缶

報
告

札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
　
二
'
六
.
七

光
星
泌
尿
器
科
医
院
　
二
〇
二
九
二

中
野
医
院

合

　

計

一
三
へ
〇
二
六

三
五
､
八
三
五

仰
　
『
サ
ボ
テ
ン
の
会
』
活
動
報
告

今
年
度
は
'
花
見
`
泊
旅
行
等
'

色
々
と
企
画
'
検
討
さ
れ
た
の
で
す
か
'

会
員
の
都
合
や
ホ
テ
ル
の
予
約
が
と
れ

な
い
な
ど
で
実
現
で
き
ず
､
一
月
七
円

他
に
八
名
の
参
加
で
新
年
会
を
開
く
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
o
 
L
か
し
､
新
し
い

参
加
者
も
あ
り
､
少
し
ず
つ
で
す
が
親

睦
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
｡

な
お
､
来
年
度
は
､
l
泊
旅
行
等
の

準
備
を
早
々
に
し
て
い
ま
す
の
で
'
多

数
の
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
｡



平成6年度一般会計決算報告
日　平成6年4月1日

至　平成7年3月31H

科目 冰ﾈ螽ｧ｢�ﾈ亥ｨｧ｢�剩�l 

ム費 育 ��鉄���975人 

付金 雑収入 ���ﾃ������ﾃ����156 23 �##"�Cc��利子その他 

小計 迭ﾃs#�ﾃ����5,B74 688 6,562 ����� 

前期繰越 田モﾃ�#����#��

合言十 澱ﾃC�づ�#���3���

科El予算額 剏�Z額 儖Xﾖﾂ�

加盟費3,990.000 �3,986,150 ��9�I�ﾈ自;��Hｺh檠N��

総会費 姪#S�ﾃ����235,260 亳8粂��ﾘ檍�ｩN��ﾂ�

会議費 ��S�ﾃ����51,435 亅(馼檍��{��ﾂ�

事務費 ����ﾃ����51,B87 倬ik�w�V儂��ﾂ�

通信費 ����稲るJﾙ�yN��ﾂ�

事業費 ����Yg(ﾏ�zﾈ檠N��

参加費 �#��ﾃ�����迭ﾃ������9�Hｺi�ﾘ橙�;��Hｺi�ﾘ檍����N��ﾂ�

事務局費 �3S�ﾃ����314,578 倬ik�ｼy+r陞�h詹9b韜ik�ｼx勾�YN��ﾂ�

活動費 ��S�ﾃ����178.445 ��+xｨ�:餒��ﾂ�

機関紙費 �#S�ﾃ����266,616年きる仲間3回発行 

雑費 田づ�$"� 

300,000 ��

小計 澱ﾃC�づ�#��6,089,086l 

次期繰越 �473,232 ��

合計6,408,128 �6,562,318 ��

平成6年度会計監査報告 
私は札幌腎友会の平成6年度の決算報告に基づき関係書頼､帳簿等を監査した結果､会 

計処理に間違いのないことを報告いたしますo 

平成7年3月31日 

会計監査新山正紘印 

木谷憲男印 



平成6年度特別会計決算報告

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　支出の都

白　平成6年4月1日

至　平成7年3月31日

収入の部

●
平成6年度積立金決算報告

支出の部

自　平成6年4月1日

至　平成7年3月31日

科　　　　　　　　　目 科　　　　　　　　H　　　　　金　　額

積　　　　　　立　　　　　　金 特　　別　　会　　計　　へ

20周年記念事業決算報告
自　平成6年4月1日

至　平成7年3月31日

科目金額 剩�l 

142名×5,000円 

パ-ティーご祝儀135,000 � 

寄付 ���Rﾃ����

記念誌売上げ ��Rﾃ����sS��ｳイb�15冊 

パーティーlgB,519記念誌552,327 

合計l1,725.846 

科目 仞�ｧ｢�備考 

事務費 �#づscR�コピー代､封筒代､他 

会議費 ��rﾃ塔��会議室料､会議飲物代､他 

通信費 鉄津田�� 

賞状及び賞状印刷費24,570 � 

長期透析老記念品費.154,663 �10年,20年記念品代､紙袋代 

701,098 �7��ｸ6X4(�ｸﾉH�8ﾟﾉ�:I�8�9N��ﾂ�

87,304 ��

記念~岳費 田3Bﾃ�#b� 

雑費 ��rﾃ�#b� 

合計 ��ﾃs#Rﾃイb� 



平成7年度特別会計予算(莱)
自　平成7年4月1日

至　平成8年3月31日

収入の郎　　　　　　　　　　　　　支出の部

料 冦｢�l金額l 几��目 綿ｾ�ｧ｢�

国会請願募金 

雑収入 

前期壷-一意｣ 

合計 

100,000 ��200,000 

100,000 冰ﾉOYN��686,960 

10,000 ��ﾇb�886,96() 

676,960 

886,960 

は

じ

め

に

高
齢
化
社
会
に
向
か
う
日
本
で
す
が
､

私
達
腎
不
全
患
者
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
D
そ
の
中
で
､
医
療
や
福
祉
制
度

な
ど
は
､
毎
年
後
退
の
.
速
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
｡

自
己
負
担
の
無
か
っ
た
透
析
患
者
も
､

入
院
給
食
費
の
一
部
負
担
か
ら
だ
ん
だ

ん
と
負
担
が
大
き
-
な
る
こ
と
だ
け
は

阻
止
し
た
い
も
の
で
す
｡

そ
れ
ら
色
々
な
問
題
解
決
に
､
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
得
て
､
こ
れ
か
ら
も
会

員
の
支
え
と
な
り
'
魅
力
の
あ
る
患
者

会
を
め
ざ
し
て
､
頑
碇
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
の
で
'
よ
ろ
し
-
お
願
い
い

た
し
ま
す
o

3
全
腎
協
･
道
腎
協
お
よ

び
難
病
連
と
の
運
動

健
康
保
険
制
度
及
び
福
祉
制
度
改

主

な

活

動

目

標

-
会
員
の
拡
大
と
組
織

の
強
化

札
幌
腎
友
会
も
少
し
ず
つ
す
す
む
高

齢
化
に
と
も
な
い
'
人
材
不
足
に
な
り

が
ち
で
'
ま
す
ま
す
若
い
力
が
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
｡
こ
の
状
態
を
打

破
す
る
た
め
に
へ
会
員
の
皆
様
の
知
恵

や
力
を
結
集
し
て
'
こ
の
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
｡

2
親
睦
交
流
活
動

=

レ

ク

リ

h

r

I

シ

ョ

ン
実
行
委
員
会
設
置

㈹
　
炊
事
遠
足
　
実
行
委
員
会
設
置

㈹
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会実

行
委
員
会
設
置

悪
に
反
対
す
る
運
動

㈹
　
腎
脊
録
者
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
-
ソ

実
行
委
員
会
設
匿

榊
　
｢
腎
疾
患
総
合
対
策
の
早
期
確
立
｣

の
た
め
の
国
会
請
願
署
名
基
金
運
動

㈹
　
難
病
連
の
販
売
事
業
に
臨
力

4
広
報
活
動

=
機
関
紙
『
生
き
る
仲
間
』
の
発
行

(
三
回
)

仏
｢
ど
う
じ
ん
｣
　
｢
全
腎
協
｣
　
｢
透
析

ラ
イ
フ
｣
の
配
布

仰
　
そ
の
他

5
そ
の
他
の
活
動

=
｢
サ
ボ
テ
ン
の
声
の
活
動
助
成

㈱
　
役
員
の
人
材
育
成



平成7年度一般会計予算(莱)
自　平成7年4月1日

室　平成8年3月31日

科目 仞�ｧ｢�備考 

A費l 澱ﾃc��ﾃ����1,100名×6,000円 

寄附金 雑収入 小計 鉄�ﾃ������ﾃ����利子その他 

6,660,000 ��

前期繰越 鼎s2ﾃ#3"�l l 

合計 途��32ﾃ#3"�

金　　　額　　　　　　　　　備

費　　　　　　100,000

雑　　　　　　費　　　　　113,232

特　別　会　計　へ

1,100名×4,200円　全腎協　道腎協

議案書､その他

幹事会費その他

事務用品費

切手､発送費

親睦交流会費

全腎協総会参加費( 2名分)､道腎協総会参加費( 4名分)

事務局長　会計手当･事務局委託費他

会長活動費他

生きる仲間　3凹発行

電報代他

平成7年度役員候補(莱)
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(
久
原
　
幸
江
　
神
座
　
敦
子
)

(
木
村
　
乃
園
･
絵
内
　
英
子
　
藤
井
　
聖
子
)

(
遠
藤
　
兼
市
　
村
井
　
義
雄
)

(
佐
藤
　
靖
明
･
棚
田
ま
ゆ
み
)

(
門
田
　
修
子
･
竹
内
　
知
子
)

(
岡
田
　
順
子
･
邑
出
　
和
子
)

(
新
山
　
正
肱
　
福
原
真
理
子
)

(
柴
田
　
鉄
夫
･
木
谷
　
憲
男
)

(
幕
内
　
繁
雄
　
井
L
　
京
枝
)

(
柴
出
　
英
子
･
種
村
き
よ
え
)

(
武
田
　
誠
剛
)

(
湯
谷
ま
ゆ
み
･
小
野
　
広
士
)

(
岡
板
　
徳
政
)

(
佐
藤
　
朱
美
･
三
沢
　
祥
子
)

(
鰐
淵
　
孝
子
･
伊
藤
　
文
夫
)

(
永
田
　
和
之
)

(
佐
藤
　
　
功
)

(
及
川
　
市
雄
)

(
住
野
　
健
美
)

(
高
道
　
　
章
)

●

幌

　

　

両

　

　

病

　

　

院

手

　

稲

　

渓

　

仁

　

全

　

病

　

院

坂

　

泌

　

尿

　

器

　

科

　

病

　

院

札

　

幌

　

中

　

央

　

病

　

院

北
三
条
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

北
海
道
泌
尿
器
科
記
念
病
院

橋

本

内

科

ク

リ

ニ

ッ

ク

∫
 
R
札
幌
鉄
道
病
院

う

　

え

　

と

　

医

　

院

札
幌
セ
ソ
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

サ

　

ン

内

科

外

科

病

院

新

　

井

　

田

　

医

　

院

兼
古
循
環
器
ク
リ
ニ
ッ
ク

芸

術

の

森

泌

尿

器

科

N

 

T

 

T

　

札

　

幌

　

病

　

院

石

　

　

狩

　

　

病

　

　

院

(
久
末
ヨ
シ
子
)

(
棚
田
　
英
明
)

(
豊
島
　
俊
三
)

(

　

　

　

　

)

(
中
川
　
竜
幸
)

(

　

　

　

　

　

)

(
熊
谷
　
　
姶
)

(
佐
藤
　
裕
子
)

(
柳
沼
　
正
一
)

(
我
妻
　
昭
一
)

(
伊
藤
ス
ヅ
エ
)

(
南
出
　
陽
雄
)

(
斉
藤
　
吉
雄
)

(
前
中
由
紀
江
)

(

梅

田

　

　

明

)

(

鈴

木

　

尚

)

会
計
監
査

新

　

　

山

　

　

正

木

　

　

谷

　

　

憲

紘
　
(
中
野
医
院
)

男
　
(
勤
床
協
中
央
病
院
)



蘇会会

実
行
委
員
会
(
莱
)

◎
レ
ク
リ
ェ
-
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会

へ
委
員
長
)
村
本
　
徳
雄
(
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
)

(
副
委
員
長
)
津
内
　
繁
雄
(
仁
橡
全
病
院
)

(
委
　
員
)
久
原
(
北
ク
リ
)
.
神
座
(
北
ク
リ
)
'
佐
藤
(
田
島
)
､
棚
田
(
田
島
)
'

井
上
(
仁
橡
会
)
'
柴
田
(
官
の
森
)
へ
種
村
(
官
の
森
)
'
岡
板

(
東
ク
リ
)
'
湯
谷
(
市
立
)
'
熊
谷
(
橋
本
)
'
斉
藤
(
兼
占

◎
炊
事
遠
足
実
行
委
員
会

(
委
員
長
)
宮
本
　
好
和
(
北
三
条
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
)

(
副
要
員
長
)
村
井
　
義
雄
(
石
川
医
院
)

(
委
　
員
)
遠
藤
(
石
川
)
'
岡
田
(
三
樹
会
)
､
邑
田
(
三
樹
会
)
　
へ
高
遠

(
河
口
)
へ
久
末
(
幌
南
)
､
我
妻
(
セ
ソ
ト
ラ
ル
)
'
住
野
(
仁

愛
会
)
'
豊
島
(
坂
)
､
伊
藤
(
サ
ン
内
科
)

◎
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
実
行
委
員
会

(
委
員
長
)
堀
井
　
和
彦
(
光
量
泌
尿
器
科
医
院
)

(
副
委
員
長
)
佐
藤
　
功
(
光
度
泌
尿
器
科
医
院
)

(
委
　
員
)
木
村
(
北
檎
)
､
絵
内
(
北
倫
)
'
藤
井
(
北
愉
)
､
永
田
(
佐

藤
)
'
木
谷
(
勤
医
協
)
'
柴
田
(
勤
医
協
)
'
佐
藤
(
鉄
道
)
'

中
川
(
北
三
条
)
'
前
中
(
芸
術
の
森
)
'
梅
田
(
N
T
T
)

◎
腎
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
貞
会

(
委
員
長
)
柳
沼
　
正
l
　
(
う
え
と
床
院
)

(
副
委
員
長
)
三
沢
祥
子
(
い
の
け
医
院
)

〈
委
員
〉
門
田
(
渡
井
)
'
竹
内
(
渡
井
)
七
山
(
中
野
)
へ
福
原
(
中

野
)
'
佐
藤
(
い
の
け
)
'
鰐
淵
(
南
l
粂
)
､
棚
田
(
手
稲
)

伊
藤
(
南
一
条
)
､
及
川
(
清
田
)

◎
編
集
委
員
会

(
委
員
長
)
村
本
　
徳
雄
(
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
)

(
副
委
員
長
)
柳
沼
　
正
一
(
う
え
と
医
院
)

(
委
　
員
)
高
道
(
河
口
)
､
堀
井
(
光
星
)
'
幕
内
(
仁
檎
金
)
'
三
沢
(
い

の
け
)
､
湯
谷
(
市
立
)

◎
道
腎
協
派
遣
役
員

(
運
常
委
員
)

会

　

　

　

長

副

　

会

　

長

事
務
局
長

事
務
局
次
長

委

　

　

　

員

岩

崎

　

　

薫

鈴
木
　
啓
三

川
村
　
隆
志

三
ヒ
留
美
子

堀
井
　
和
彦

官
本
　
好
和

佐
藤
　
朱
美

柳
沼
　
正
一

村
本
　
徳
雄

(
渡
井
医
院
)

(
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
)

(
官
の
森
記
念
病
院
)

(
南
一
条
病
院
)

(
光
星
泌
尿
器
科
医
院
)

(
北
三
条
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
)

(
い
の
け
医
院
)

(
う
え
と
医
院
)

(
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
)

計
監
査
)

洋
内
　
繁
雄
(
仁
檎
全
病
院
)

三
沢
　
祥
子
(
い
の
け
医
院
)

村
井
　
義
雄
(
石
川
医
院
)

等
鞍
(
田
島
ク
リ
｡
ッ
ク
)
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札
幌
腎
臓
病
患
者
友
の
会
会
則

第

1

章

　

総

　

則

(
名
　
　
称
)

第
1
条
　
こ
の
会
は
札
幌
腎
臓
病
患
者

友
の
会
(
略
称
･
札
幌
腎
友

会
)
　
と
称
す
る
o

本
会
は
'
北
海
道
腎
臓
病
患

者
連
絡
脇
議
会
(
略
称
　
道

腎
臨
)
　
に
加
盟
す
る
と
と
も

に
､
全
国
腎
臓
病
患
者
連
絡

協
議
会
(
略
称
　
全
腎
協
)

に
も
道
腎
協
を
通
じ
て
加
盟

す
る
｡

(
事
務
局
)

第
2
条
　
本
会
の
事
磨
局
は
札
幌
市
内

に
置
-
｡

(
組
織
系
体
)

第
3
粂
　
本
会
は
各
透
析
施
設
患
者
会
と

個
人
の
連
合
体
組
織
と
す
る
.

第
2
章
　
日
的
及
び
事
業

(

目

　

　

的

)

第
4
条
　
本
会
は
会
員
相
互
の
友
愛
と

信
義
に
も
と
づ
き
強
固
な
団

結
の
力
を
結
集
し
健
康
の
維

持
へ
増
進
'
そ
の
他
社
会
的
'

経
済
的
地
位
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
.

(
事
　
　
業
)

第
5
粂
　
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
､
次
の
事
業
を
行

う
｡

1
､
団
結
強
化
に
関
す
る
事
項

2
､
必
要
な
資
料
'
情
報
の
収

集
と
伝
達

3
'
関
係
機
関
又
は
川
体
と
の

連
絡

4
'
疾
病
に
関
す
る
医
学
知
識

の
学
習

5
'
そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め

必
要
な
事
項

第
3
章
　
会
　
　
員

(
会
員
の
範
囲
)

第
6
条
　
本
会
の
会
員
は
次
の
通
り
と

す
る
｡

1
､
止
会
員
　
本
会
の
趣
旨
に

賛
同
し
た
腎
臓
病
患
者
で
あ

る
こ
と
｡

2
'
賛
助
会
員
　
本
会
の
趣
旨

に
賛
同
し
た
理
解
者
又
は
法

人
｡

(
会
則
の
権
利
)

第
七
条
　
会
員
は
次
の
各
項
に
定
め
る

権
利
を
有
す
る
｡

1
㌧
役
員
を
選
挙
し
又
は
選
出

さ
れ
る
こ
と
｡

2
'
役
員
を
辞
し
ま
た
は
解
任

を
求
め
る
こ
と
｡

3
､
本
会
の
各
会
議
に
出
席
し

報
告
を
求
め
へ
質
問
意
見
の

発
言
を
な
し
議
決
す
る
こ
と
O

4
㌧
各
会
議
の
議
事
録
を
閲
覧

す
る
こ
と
｡

5
'
会
計
書
類
を
閲
覧
し
'
会

計
監
査
の
公
表
を
求
め
る
こ

と
.

6
､
各
事
業
活
動
に
よ
る
利
益

を
受
け
る
こ
と
O

(
会
員
の
義
務
)

第
8
粂
　
会
員
は
次
の
各
項
に
定
め
る

義
務
を
負
う
｡

1
'
規
約
お
よ
び
横
関
の
決
定

を
守
る
こ
と
｡

2
'
規
約
ま
た
は
擁
関
で
定
め

ら
れ
た
会
費
を
納
め
る
こ
と
｡

3
'
榛
開
お
よ
び
会
議
に
出
席

し
'
ま
た
は
投
票
に
参
加
す

る
｡

第
4
章
　
機
　
　
関

(
機
関
の
種
頬
)

第
9
条
　
本
会
に
次
の
機
関
を
匿
-
0

1
'
総
会
　
本
会
の
総
会
は
年

一
回
以
上
開
催
す
る
｡
総
会

は
全
体
総
会
と
す
る
｡
尚
'
文

書
に
よ
る
発
言
'
委
任
状
に

よ
る
出
席
は
こ
れ
を
認
め
る
｡



2
'
幹
事
会
　
幹
事
会
は
総
会

に
つ
ぐ
議
決
機
関
で
年
]
1
.
回

以
上
開
催
す
る
も
の
と
し
'

そ
の
議
決
は
次
の
総
会
で
承

認
を
受
る
も
の
と
す
る
｡

(

会

　

　

議

)

第
1
0
粂
　
1
㌧
前
条
の
各
棟
閑
は
構
成

員
の
三
分
の
二
以
上
の
出
席

を
も
っ
て
成
立
す
る
も
の
と

す
る
｡

2
､
前
条
の
各
機
関
の
議
決
は

出
席
者
の
過
半
数
の
賛
成
を

も
っ
て
議
決
す
る
も
の
と
す

る
｡

第
5
章
　
役
　
　
員

(

役

　

　

員

)

第
1
1
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
匿
-
0

I

t

会

　

　

長

　

　

　

1

名

2

'

副

会

長

　

　

若

干

名

3

､

事

務

局

長

　

　

　

1

名

4

､

幹

　

　

事

　

　

若

干

名

5

､

会

　

　

計

　

　

一

名

6
､
会
計
監
査
　
　
　
二
名

(

任

　

期

)

第
1
2
粂
　
役
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
｡

(
但
し
､
留
任
を
認
め
る
)

第

6

章

　

会

　

計

(
経
　
　
費
)

第
1
3
粂
　
1
'
本
会
の
経
費
は
'
会
費
'

寄
附
金
お
よ
び
そ
の
他
の
収

入
に
よ
っ
て
賄
う
｡

2
㌧
本
会
の
予
算
の
科
目
は
相

互
流
用
出
来
る
も
の
と
す
る
Q

(
会
　
　
費
)

第
1
4
粂
　
会
費
は
年
街
六
､
0
0
0
円

(
全
腎
協
会
費
■
'
八
∩
〕
〇

円
'
道
腎
協
会
費
二
､
四
〇

〇
円
､
札
幌
腎
友
会
会
費

一
､
八
〇
〇
円
)
と
す
る
｡

尚
､
一
旦
納
入
し
た
会
費
は

こ
れ
を
一
切
返
却
し
な
い
｡

(
会
計
年
度
)

第
1
5
条
　
本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四

月
一
口
か
ら
翌
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
と
す
る
｡

(
会
引
監
査
)

第
1
6
粂
　
会
計
監
査
は
会
計
を
年
度
末

に
監
査
し
'
そ
の
結
果
を
幹

事
会
ま
た
は
総
会
に
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

第
7
章
　
附
　
　
則

第
1
7
条
　
こ
の
規
約
に
も
と
づ
-
諸
規

定
お
よ
び
細
則
は
幹
事
会
の

議
決
を
へ
て
こ
れ
を
制
定

と
'
改
廃
す
る
｡

第
1
8
粂
　
こ
の
規
約
に
疑
義
が
生
じ
た

と
き
は
､
幹
事
会
で
審
議
決

定
す
る
｡

第
1
9
条
　
こ
の
規
約
は
一
九
七
四
年
六

月
一
日
制
定
｡

こ
の
規
約
は
l
九
九
〇
年
四

月
十
五
R
か
ら
故
的
実
施
す

る
｡こ

の
規
約
は
l
九
九
二
年
四

月
十
九
日
か
ら
改
約
実
施
す

る
｡

昭
和
4
8
年
1
月
1
 
3
日
　
第
3
種
郵
便
物
認
可

平
成
7
年
4
月
1
 
0
口
発
行
(
毎
刀
l
 
0
日
発
行
)
　
H
 
S
･
K
通
巻
2
7
7
号

●

発
行
人
　
北
海
道
身
体
障
害
者
同
体
定
期
刊
行
物
協
会

(
講
読
料
は
会
費
に
含
む
)

札
幌
市
中
央
区
北
9
条
西
1
 
9
丁
目
5
 
5
　
細
　
川
　
久
美
子
　
紙
価
1
5
0
円

●


